
様式第１号
関係人口1,000万人協働促進事業補助金交付申請書
令和　　年　　月　　日
富山県知事　新田　八朗　殿
所在地
団体名
代表者名　　　　　　　　　　　　　　
本書のとおり、関係人口1,000万人協働促進事業補助金交付要綱第６条の規定により、関係書類を添えて申請します。

１　申請事業担当者
	事業担当者氏名

連絡先等
	氏名：

電話番号：

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：

	団体情報
	≪申請団体≫
会員数：　　　名

設立年月：
活動頻度：　　　回／年

≪協働団体≫
団体名：
所在地：
代表者名：
会員数：　　　名

設立年月：


２　申請事業内容

	申請区分
	□広域交流事業　　　　　　　□(2年目)広域交流事業

□ワカモノ活動促進事業　　　□(2年目)ワカモノ活動促進事業
□県民協働活躍事業　　　　　□(2年目)県民協働活躍事業

	事業名
	

	事業費
	補助金要望額　　　　　　円（補助対象経費総額　　　　　円）

	実施期間
	補助が決定した日　～　令和　　年　　月　　日

	事業の目的
	

	事業の内容
	(県内の課題等を踏まえ、実施事業が地域活性化にどのようにつながるか具体的に記載する。)


	事業の対象者
	

	事業の参加見込み人数
	(県内〇人、県外〇人)


	事業の実施場所
	

	当該事業が寄与する富山県成長戦略又は八つの重点政策・八十八策の具体策の項目
	（別紙１の「富山県成長戦略」又は「八つの重点政策・八十八策の具体策」のナンバーを1つ記載する。）
例：富山県成長戦略　№11
　　八つの重点政策・八十八策の具体策　№66

	上記で選んだ富山県成長戦略又は八つの重点政策・八十八策の具体策の項目に寄与する理由
	

	当該事業が寄与するＳＤＧｓの取組み項目（※ワカモノ活動促進事業のみ記載）
	（別紙２の「ＳＤＧｓの分類」のナンバーを記載する。）
例：ＳＤＧｓの分類　№１


	上記で選んだＳＤＧｓの取組み項目に寄与する理由(※ワカモノ活動促進事業のみ記載)
	

	申請団体のこれまで
の活動実績
	

	協働団体のこれまで
の活動実績
	（これまでの協働団体との関わり（協働の活動頻度）があれば併せて記載する。）


	申請事業において、協働団体と協働して事業を実施する理由
	（申請事業において、申請団体単独ではなく、協働団体と協働して事業を実施するのか（協働団体の選定理由）について記載する。）


	申請事業における
協働団体との具体的な協働内容
	 (申請事業において、協働団体とどのように協働を進めていくかについて具体的に記載する。)

	スケジュール
	（準備から事業終了までの予定（時期も含む）について記載する。）


	協働して事業を実施することにより期待できる効果・成果、県内での波及及び
今後の展開
	（数値目標等を用いて具体的に記載する。）



	１年目の事業評価（※２年目事業申請の場合のみ記入）
	（１年目の事業実施の際の反省点を、２年目の事業実施の際にどのように改善するかについて記載する。また、１年目の事業実施を通して、今後も継続していきたい取組みについても記載する。）



	その他
	（同時申請している他団体等の助成金があれば記載する。）



３　活動者の氏名及び年齢等(※ワカモノ活動促進事業のみ記載)
	役職
	氏名
	年齢

	例:　代表
	富山　太郎
	24歳

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


４　添付書類
　 ・別添収支予算書

・申請団体及び協働団体の会報等、活動内容が分かるもの
・申請団体及び協働団体の構成員名簿及び規約等
・プレゼンテーション用資料(様式自由、資料がなくても可)
別添　収支予算書
	収入の部
	

	経費項目
	予算額（円）
	内容
	積算基礎

	補助金
	
	
	

	自己資金
	
	
	

	寄附金
その他の収入
	
	
	

	合計
	
	

	

	支出の部
	

	経費項目
	予算額（円）
	内容
	積算基礎

	賃金
	
	
	賃金
○時間×○日×○人×○円
＝○円

	謝金
	
	
	講師謝金
○時間×○円＝○円

	旅費
	
	
	講師旅費
○円×○人＝○円

	消耗品費
	
	
	○○購入
○個×○円＝○円

	印刷製本費
	
	
	資料印刷
○部×○円＝○円

	通信運搬費
	
	
	切手代
○枚×○円＝○円

	保険料
	
	
	

	使用料及び
賃借料
	
	
	使用料
○時間×○円＝○円

	その他
	
	
	

	合計
	
	



